
(57)【要約】

【課題】設備の誤操作防止装置を提供する。

【解決手段】水平センサ２２０１～２２０９と、垂直セ

ンサ２２１１～２２１６と、取扱説明を記憶する取扱説

明記憶部３１０と、スイッチ１３０の操作履歴を記憶す

る操作履歴記憶部３３０と、スピーカ部８１０と、表示

部５１０と、スイッチ１３０の操作を検知する操作検知

手段１５０と、制御盤１２０の垂直位置と水平位置とか

ら制御盤１２０の位置を算出し、算出された位置にある

スイッチ１３０を特定する操作位置判断部６１０とを備

え、スイッチ１３０の設定状態と特定されたスイッチ１

３０との組合せが、操作履歴記憶部３３０に記憶された

誤操作履歴と一致するときに、スピーカ部８１０を介し

て警報を出力し、誤操作履歴と一致しないときにスイッ

チ１３０に対応する取扱説明の内容を取扱説明記憶部３

１０から読み出して表示部５１０に出力するする誤操作

防止装置である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御 盤 に 設 け ら れ 、
該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 水 平 セ
ン サ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 垂 直 セ
ン サ と 、
　 前 記 水 平 セ ン サ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ
た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算 出 さ れ
た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る 操 作 位 置 判 断 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 取 扱 説 明 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス ピ ー カ 部 と 、
　 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と を 、 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱
説 明 お よ び 前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 前 記
ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 出 力 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 し
て 、 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 表 示 部 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 誤 操 作 防 止
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御 盤 に 設 け ら れ 、
該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 水 平 セ
ン サ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 垂 直 セ
ン サ と 、
　 前 記 水 平 セ ン サ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ
た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算 出 さ れ
た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る 操 作 位 置 判 断 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 取 扱 説 明 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス ピ ー カ 部 と 、
　 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 接 し て 設 け ら れ 、 該 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る 操 作 検 知 手 段
と 、 を 備 え 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 、 前 記 操 作 検 知 手 段 の 検 知 に よ り 操 作 さ れ た こ と が 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ
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チ と を 、 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 お よ び 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前
記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 前 記
ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 出 力 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 し
て 、 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 表 示 部 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 誤 操 作 防 止
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 、 前 記 制 御 盤 の 前 記 近 い 位 置 よ り も 前 記 制
御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、
　 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 、 前 記 制 御 盤 の 前 記 近 い 位 置 よ り も 前 記 制
御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 複 数 設 け ら れ 、 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制
御 盤 の 水 平 方 向 に 複 数 設 け ら れ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 さ
ら 読 み 出 し た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 音 声 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 ス ピ ー カ 部 に 出 力 す る 誤 操
作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 信 号 と 、 前 記 垂 直 信 号 と の 交 差 す る 部 分 に 、 前 記 ス イ ッ チ が 位 置 す る 誤 操 作 防
止 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 光 学 式 セ ン サ で 構 成 さ れ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 超 音 波 セ ン サ で 構 成 さ れ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 電 波 セ ン サ で 構 成 さ れ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ 、 ７ ～ ９ い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 の 操 作 者 の 手 指 が 前 記 制 御 盤 を 操
作 す る た め に 前 記 ス イ ッ チ に 接 近 ま た は 接 触 し た と き に 、 前 記 水 平 セ ン サ の 前 記 水 平 信 号
お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ の 前 記 垂 直 信 号 が 前 記 操 作 者 の 前 記 手 指 で 遮 断 さ れ る こ と で 、 前 記
ス イ ッ チ の 位 置 を 検 出 す る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 検 知 手 段 は 、 圧 力 セ ン サ で あ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 請 求 項 ２ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 検 知 手 段 は 、 静 電 セ ン サ で あ る 誤 操 作 防 止 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御 盤 に 設 け ら れ 、
該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 第 １ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 第 ２ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ ス テ ッ プ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 検
出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算
出 さ れ た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 取 扱 説 明 を 表 示 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と を 、 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱
説 明 お よ び 前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 警 報
を 出 力 し 、 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 警 告 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 を 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ か ら 読 み 出 し て 、 表
示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御 盤 に 設 け ら れ 、
該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 第 １ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 第 ２ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ ス テ ッ プ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 検
出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算
出 さ れ た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 取 扱 説 明 を 表 示 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る 第 ５ の ス テ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 、 前 記 第 ５ の ス テ ッ プ の 検 知 に よ り 操 作 さ れ た こ と が 特 定 さ れ た 前 記 ス イ
ッ チ と を 、 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 お よ び 前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記
憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
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前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 警 報
を 出 力 し 、 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 警 告 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 を 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ か ら 読 み 出 し て 、 表
示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 さ
ら 読 み 出 し た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 音 声 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 に 係 り 、 特 に 制 御 盤 の 誤 操 作 の 検 知 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 産 業 機 器 分 野 に 用 い ら れ る 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、 テ レ メ ー タ 、 テ レ コ ン ト ロ ー ラ の よ う
な Ｔ Ｍ 設 備 な ど の 各 種 設 備 は 、 こ れ ら の 設 備 を 制 御 す る た め の 制 御 盤 が 設 け ら れ て お り 、
必 要 に 応 じ て 設 備 の 操 作 を 行 う 作 業 員 が こ の 制 御 盤 の 操 作 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、 Ｔ Ｍ 設 備 な ど で は 、 制 御 盤 の 盤 面 に そ の 制 御 盤 で 操 作 で き
る 設 備 お よ び 機 器 に 対 応 し た ス イ ッ チ が 配 備 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ に は 必 要 に 応 じ て 操 作 状
態 や 故 障 状 態 を ラ ン プ 点 灯 に よ り 示 す 表 示 部 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 制 御 盤 の 操 作 に 関 し て は 、 作 業 者 の 制 御 盤 の 取 り 扱 い の 知 識 、 操 作 す る 対 象 設 備 の 知 識
、 経 験 が 必 要 に な る 。 表 示 部 の 確 認 も 、 作 業 者 の 制 御 盤 の 取 り 扱 い の 知 識 、 設 備 の 知 識 、
経 験 が 同 様 に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 設 備 装 置 と し て 、 使 用 者 の 操 作 動 作 を 無 接 触 で 検 知 す る 赤 外 線 セ ン サ を 備 え
、 赤 外 線 セ ン サ に よ る 操 作 検 知 信 号 に 基 づ い て 給 水 動 作 を 制 御 す る ガ ス 湯 沸 器 の 制 御 装 置
に お い て 、 操 作 検 知 信 号 が 停 止 し た 後 に 給 水 の 制 御 動 作 を 行 う 給 水 器 の 制 御 装 置 が 提 案 さ
れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 指 示 操 作 を 確 実 に 行 わ せ て 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 操 作 負 荷 の 上
昇 や 操 作 効 率 の 悪 化 を 招 来 す る こ と な く 、 誤 操 作 防 止 と 良 好 な 操 作 性 の 確 保 と を 両 立 さ せ
る 多 方 向 入 力 操 作 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ８ ６ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ５ ６ １ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ ５ ３ ６ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 昭 ５ ９ － １ ５ ７ ７ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 社 会 基 盤 の 重 要 な 位 置 を 占 め る 水 道 、 電 気 な ど の 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、
Ｔ Ｍ 設 備 で の 操 作 、 保 守 作 業 は 複 雑 化 し て お り 、 設 備 の 制 御 盤 の 操 作 に 作 業 員 の 熟 練 し た
技 量 が 必 要 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 複 雑 な 設 備 を 操 作 す る の に 、 知 識 、 経 験 を 有 し な い か 知 識 、 経 験 の 浅 い 作 業
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者 が 操 作 し た 場 合 に 、 制 御 盤 を 誤 っ て 操 作 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 経 験 が 豊 富 な 作 業 者 で も 不 注 意 で 操 作 手 順 を 間 違 え た り 、 無 意 識 に 設 備 の 制 御 盤
の ス イ ッ チ に 触 れ て 、 操 作 モ ー ド が 変 わ っ て 対 象 設 備 に 誤 っ た 動 作 を さ せ た り 、 対 象 設 備
の 一 部 ま た は 全 部 を 停 止 さ せ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 誤 操 作 の 場 合 に 、 誤 操 作 を 再 現 さ せ る こ と が 難 し い 場 合 も 多 く 、 設 備
の 不 適 切 な 動 作 の 原 因 が 特 定 し に く い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 作 業 者 の 作 業 履 歴 を 記 憶 し 、 作 業 者 の 誤 操 作 を 防 止 す る こ と の
で き る 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 第 １ の 発 明 は 、 電 気 設 備 、 計 装
設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御 盤 に 設 け ら れ 、 該 制 御 盤 の 誤 操 作
を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 水 平 セ
ン サ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 垂 直 セ
ン サ と 、
　 前 記 水 平 セ ン サ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ
た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算 出 さ れ
た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る 操 作 位 置 判 断 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 取 扱 説 明 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス ピ ー カ 部 と 、
　 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と を 、 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱
説 明 お よ び 前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 前 記
ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 出 力 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 し
て 、 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 表 示 部 に 出 力 す る 誤 操 作 防 止 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制 御
盤 に 設 け ら れ 、 該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 水 平 セ
ン サ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 垂 直 セ
ン サ と 、
　 前 記 水 平 セ ン サ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ
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た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算 出 さ れ
た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る 操 作 位 置 判 断 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 取 扱 説 明 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス ピ ー カ 部 と 、
　 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 部 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 接 し て 設 け ら れ 、 該 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る 操 作 検 知 手 段
と 、 を 備 え 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 、 前 記 操 作 検 知 手 段 の 検 知 に よ り 操 作 さ れ た こ と が 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ
チ と を 、 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 お よ び 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前
記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 前 記
ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 出 力 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 前 記 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 し
て 、 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 表 示 部 に 出 力 す る 誤 操 作 防 止 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 、 前 記 制 御 盤 の 前 記 近 い 位 置 よ り も 前 記 制
御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、
　 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 、 前 記 制 御 盤 の 前 記 近 い 位 置 よ り も 前 記 制
御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ の 発 明 い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 複 数 設 け ら れ 、 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制
御 盤 の 水 平 方 向 に 複 数 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 位 置 判 断 部 は 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 さ
ら 読 み 出 し た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 音 声 デ ー タ に 変 換 し て 前 記 ス ピ ー カ 部 に 出 力 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 信 号 と 、 前 記 垂 直 信 号 と の 交 差 す る 部 分 に 、 前 記 ス イ ッ チ が 位 置 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 第 １ ～ ４ の 発 明 い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 光 学 式 セ ン サ で 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 第 １ ～ ４ の 発 明 い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 超 音 波 セ ン サ で 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ９ の 発 明 は 、 第 １ ～ ４ の 発 明 い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 電 波 セ ン サ で 構 成 さ れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ０ の 発 明 は 、 第 １ ～ ４ 、 ７ ～ ９ の 発 明 い ず れ か に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 水 平 セ ン サ お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ は 、 前 記 制 御 盤 の 操 作 者 の 手 指 が 前 記 制 御 盤 を 操
作 す る た め に 前 記 ス イ ッ チ に 接 近 ま た は 接 触 し た と き に 、 前 記 水 平 セ ン サ の 前 記 水 平 信 号
お よ び 前 記 垂 直 セ ン サ の 前 記 垂 直 信 号 が 前 記 操 作 者 の 前 記 手 指 で 遮 断 さ れ る こ と で 、 前 記
ス イ ッ チ の 位 置 を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ １ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 検 知 手 段 は 、 圧 力 セ ン サ で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ２ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 に お い て 、
　 前 記 操 作 検 知 手 段 は 、 静 電 セ ン サ で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ ３ の 発 明 は 、 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制
御 盤 に 設 け ら れ 、 該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 第 １ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 第 ２ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ ス テ ッ プ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 検
出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算
出 さ れ た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 取 扱 説 明 を 表 示 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と を 、 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱
説 明 お よ び 前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 警 報
を 出 力 し 、 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 警 告 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 を 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ か ら 読 み 出 し て 、 表
示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ ４ の 発 明 は 、 電 気 設 備 、 計 装 設 備 な ど の 設 備 を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ を 有 し た 制
御 盤 に 設 け ら れ 、 該 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 水 平 方 向 の 一 端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、
前 記 水 平 方 向 の 他 端 で 前 記 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検 出 す る 第 １ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 前 記 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号 を 発 信 し 、
前 記 垂 直 方 向 の 他 端 で 前 記 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 前 記 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 第 ２ の
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ ス テ ッ プ で 検 出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 垂 直 位 置 と 、 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ で 検
出 さ れ た 前 記 制 御 盤 の 前 記 水 平 位 置 と か ら 、 前 記 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 前 記 制 御 盤 の 算
出 さ れ た 位 置 に あ る 前 記 ス イ ッ チ を 特 定 す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 前 記 ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を 発 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 取 扱 説 明 を 表 示 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る 第 ５ の ス テ ッ プ と 、 を 備 え 、
　 前 記 制 御 盤 上 の 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 前 記 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 前 記 制 御
盤 の 設 定 状 態 と 、 前 記 第 ５ の ス テ ッ プ の 検 知 に よ り 操 作 さ れ た こ と が 特 定 さ れ た 前 記 ス イ
ッ チ と を 、 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 取 扱 説 明 お よ び 前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記
憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 と 照 合 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 警 報
を 出 力 し 、 前 記 制 御 盤 の 誤 操 作 を 警 告 し 、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 第 ４ の ス テ ッ プ で 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特
定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ に 対 応 す る 前 記 取 扱 説 明 を 前 記 第 ３ の ス テ ッ プ か ら 読 み 出 し て 、 表
示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ ５ の 発 明 は 、 第 １ ３ ま た は １ ４ の 発 明 に 記 載 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 制 御 方 法 に お い て
、
　 前 記 制 御 盤 か ら 得 た 前 記 ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た 前 記 ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、
前 記 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 さ
ら 読 み 出 し た 前 記 取 扱 説 明 の 内 容 を 音 声 デ ー タ に 変 換 し て 出 力 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 制 御 盤 の 盤 面 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ に 作 業 者 の 手 指 な ど の 接 近 し
た こ と を 物 理 的 に 検 出 し 、 こ の 検 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ の 有 す る 設 備 の 制 御 機 能 を
簡 単 な 取 扱 説 明 と し て 作 業 者 に 提 供 す る こ と で 、 作 業 者 の ス イ ッ チ 操 作 に 誤 り が 発 生 す る
こ と を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ は 本 誤 操 作 防 止 装 置 が 、 検 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ の 簡 単 な 取 扱 説 明 を 記 憶 し
た 取 扱 説 明 記 憶 部 を 有 し て お り 、 作 業 者 の 手 指 が あ る ス イ ッ チ に 近 づ い て 触 れ よ う と し た
と き に 、 こ の あ る ス イ ッ チ に 近 づ い た 作 業 者 の 手 指 が 検 出 手 段 で あ る 水 平 セ ン サ お よ び 垂
直 セ ン サ で 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 作 業 者 の 手 指 が ス イ ッ チ に 接 近 し た こ と は 、 水 平 セ ン サ が 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 、 制 御 盤
の 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、 制 御 盤 の 離 れ た 位
置 に あ る 水 平 セ ン サ が 検 出 し 、 そ の 後 制 御 盤 に 近 い 位 置 あ る 水 平 セ ン サ が 検 出 を 行 う こ と
で 、 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 同 様 に 、 作 業 者 の 手 指 が ス イ ッ チ に 接 近 し た こ と は 、 垂 直 セ ン サ が 制 御 盤 に 近 い 位 置 と
、 制 御 盤 の 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、 制 御 盤 の
離 れ た 位 置 に あ る 垂 直 セ ン サ が 検 出 し 、 そ の 後 制 御 盤 に 近 い 位 置 あ る 垂 直 セ ン サ が 検 出 を
行 う こ と で 、 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 検 出 手 段 で あ る 水 平 セ ン サ お よ び 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ の 簡
単 な 取 扱 説 明 が 、 操 作 位 置 判 断 部 の 指 示 に よ り 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ 、 表 示 部 ま
た は ス ピ ー カ 部 を 介 し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 検 出 手 段 の 水 平 セ ン サ お よ び 垂 直 セ ン サ は 、 制 御 盤 の 盤 面 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ を
周 囲 か ら 取 り 囲 む よ う に 設 け ら れ 、 水 平 方 向 に 並 べ て 設 け ら れ た 垂 直 セ ン サ と 垂 直 方 向 に
並 べ て 設 け ら れ た 水 平 セ ン サ と で 、 格 子 状 の 位 置 検 出 座 標 が 形 成 さ れ 、 こ の 格 子 状 の 座 標
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の 交 点 に 各 々 ス イ ッ チ が 位 置 し て い る こ と で 、 作 業 者 の 手 指 が こ の 座 標 の 交 点 に 接 近 し た
と き に 、 検 出 手 段 で あ る 水 平 セ ン サ お よ び 垂 直 セ ン サ が こ の 接 近 を 検 出 し 、 操 作 位 置 判 断
部 が 検 出 さ れ た 交 点 の 位 置 を 算 出 し 、 ス イ ッ チ を 特 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 検 出 手 段 が 、 光 学 セ ン サ で 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 各 光 学 セ ン サ の 一 端 に 発 光 素 子 が 設 け
ら れ 、 他 端 に 受 光 素 子 が 設 け ら れ 、 こ の 発 光 素 子 か ら 発 し た 光 が 発 光 素 子 か ら 受 光 素 子 に
向 か っ て 直 進 し 、 こ の 光 が 受 光 素 子 で 受 光 さ れ る 状 態 で は 、 発 光 素 子 と 受 光 素 子 の 間 で は
作 業 者 の 手 指 な ど は 光 を 遮 断 し て い な い 。 こ の 光 が 受 光 素 子 で 受 光 さ れ な く な っ た こ と で
、 発 光 素 子 と 受 光 素 子 の 間 に は 作 業 者 の 手 指 な ど 何 ら か の 障 害 物 が 存 在 し て い る こ と が 、
検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 光 の 遮 断 の 検 出 に よ り 、 検 出 さ れ た 位 置 に あ る 制 御 盤 の 盤 面 の ス イ ッ チ が 特 定 さ れ
、 こ の 検 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ の 簡 単 な 取 扱 説 明 が 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 さ れ
、 表 示 部 へ の 表 示 ま た は ス ピ ー カ 部 へ の 音 声 出 力 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の ス イ ッ チ の 簡 単 な 取 扱 説 明 を 作 業 員 が 知 る こ と で 、 ス イ ッ チ を 誤 操 作 し に く く な る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 こ の 制 御 盤 の ス イ ッ チ 設 定 状 態 と 、 作 業 者 が 触 れ よ う と し た ス イ ッ チ の 操 作 と が
行 わ れ る こ と で 設 備 に 重 大 な 影 響 が あ る と 推 測 さ れ る 場 合 に は 、 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ
れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 照 合 す る こ と で 、 こ の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る 際 に は 、 ス
ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 発 し て 、 こ の 設 備 の 制 御 盤 の 操 作 を す る 作 業 者 に 誤 操 作 を し な い
よ う に 注 意 を 促 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 作 業 者 の 操 作 履 歴 は 、 全 て 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 。 こ の 操 作 履 歴 記 憶 部 に
記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 は 、 設 備 の 過 去 の 操 作 状 態 や こ の 操 作 状 態 に 応 じ た 設 備 の 状 態 を 後 か
ら 解 析 す る と き に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 作 業 者 の ス イ ッ チ 操 作 は 、 ス イ ッ チ に 接 し て 設 け ら れ た 操 作 検 知 手 段 で あ る 圧 力 セ
ン サ ま た は 静 電 セ ン サ な ど の セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ 、 こ の 検 出 さ れ た ス イ ッ チ 操 作 が 操
作 履 歴 と し て 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た は こ の 作 業 者 の 手 指 に よ る ス イ ッ チ 操 作 は 、 制 御 盤 に 近 い 位 置 と 制 御 盤 の 近 い 位 置
よ り も 制 御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 水 平 セ ン サ と 、 制 御 盤 に 近 い 位 置 と
制 御 盤 の 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 垂 直 セ ン サ と に よ
る 検 出 に よ っ て 、 接 近 の 程 度 か ら 検 出 し て 、 こ の 検 出 さ れ た ス イ ッ チ 操 作 が 操 作 履 歴 と し
て 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る こ と で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 解 析 結 果 や 過 去 の 経 験 か ら 制 御 盤 の 操 作 が 設 備 に 重 大 な 影 響
を 与 え る 状 態 で あ る ケ ー ス を 誤 操 作 履 歴 と し て 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 し て お い て 、 制 御 盤
の 操 作 が こ の 過 去 の 誤 操 作 と 同 じ 状 態 に な り そ う な 場 合 に は 、 操 作 履 歴 記 憶 部 か ら 出 力 さ
れ た 誤 操 作 履 歴 に よ り 、 作 業 者 に ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 告 を 発 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 設 備 の 誤 動 作 を 防 止 す る 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 を 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、 Ｔ Ｍ 設 備 な ど の 設 備 な ど そ の 動 作 が
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設 備 を 使 用 す る 周 辺 の 状 態 な ど に 重 大 な 影 響 を 与 え る シ ス テ ム な ど に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 誤 操 作 防 止 装 置 の 概 要 は 、 設 備 の 制 御 盤 の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 水 平 方 向 の 一
端 か ら 水 平 信 号 を 発 信 し 、 水 平 方 向 の 他 端 で 水 平 信 号 を 受 信 し て 、 制 御 盤 の 垂 直 位 置 を 検
出 す る 水 平 セ ン サ と 、 制 御 盤 の 垂 直 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ 、 垂 直 方 向 の 一 端 か ら 垂 直 信 号
を 発 信 し 、 垂 直 方 向 の 他 端 で 垂 直 信 号 を 受 信 し て 、 制 御 盤 の 水 平 位 置 を 検 出 す る 垂 直 セ ン
サ と 、 水 平 セ ン サ で 検 出 さ れ た 制 御 盤 の 垂 直 位 置 と 、 垂 直 セ ン サ で 検 出 さ れ た 制 御 盤 の 水
平 位 置 と か ら 、 制 御 盤 の 位 置 を 算 出 し 、 制 御 盤 の 算 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ を 特 定 す
る 操 作 位 置 判 断 部 と 、 ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 を 記 憶 す る 取 扱 説 明 記 憶 部 と 、 制 御 盤
の ス イ ッ チ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 と 、 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ た め に 警 報 を
発 す る ス ピ ー カ 部 と 、 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 の 内 容 を 表 示 す る 表 示 部 と 、
制 御 盤 の ス イ ッ チ に 接 し て 設 け ら れ 、 制 御 盤 面 の ス イ ッ チ が 作 業 者 に よ り 操 作 さ れ た こ と
を 検 知 す る 操 作 検 知 手 段 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 は 、 制 御 盤 上 の ス イ ッ チ の 設 定 状 態 を 制 御 盤 か ら 得 て 、 こ の 得 ら れ た 制
御 盤 の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た ス イ ッ チ と を 、 取 扱 説 明 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 お よ び
操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 と 照 合 し 、 制 御 盤 か ら 得 た ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特
定 さ れ た ス イ ッ チ と の 組 合 せ が 、 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴
と 一 致 す る と き に 、 ス ピ ー カ 部 を 介 し て 警 報 を 出 力 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 操 作 位 置 判 断 部 は 、 制 御 盤 か ら 得 た ス イ ッ チ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た ス イ ッ チ と の
組 合 せ が 、 操 作 履 歴 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、
特 定 さ れ た ス イ ッ チ に 対 応 す る 取 扱 説 明 の 内 容 を 取 扱 説 明 記 憶 部 か ら 読 み 出 し て 、 表 示 で
き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 表 示 部 に 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 水 平 セ ン サ に 光 学 式 の 水 平 光 学 式 セ ン サ を 使 用 し 、 垂 直 セ ン サ
に 光 学 式 の 垂 直 光 学 式 セ ン サ を 使 用 し て 、 上 述 し た 水 平 信 号 お よ び 垂 直 信 号 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、
レ ー ザ な ど の 発 光 素 子 に よ り 発 光 さ れ 、 こ の 発 光 素 子 か ら の 光 を 受 光 素 子 で 受 光 す る こ と
で 検 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 を 示 す 概 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 示 し た よ う に 、 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ は 、 設 備 を 制 御 す る た め に 設 け ら れ た 制
御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ と 、 設 備 の 制 御 を 行 う た め に 盤 面 １ ２ ０ １ に 配 置 さ れ た ス イ ッ
チ １ ３ ０ と 、 盤 面 １ ２ ０ １ に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ に 作 業 員 の 手 指 が 触 れ よ う と し た
と き に そ の 手 指 の 接 近 の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 ２ １ ０ と 、 検 出 手 段 ２ １ ０ の 検 出 結 果 か
ら 制 御 盤 １ ２ ０ の 位 置 を 算 出 し 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 算 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ を
特 定 す る 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ と 、 検 出 手 段 ２ １ ０ が 検 出 し た 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０
お よ び ス イ ッ チ １ ３ ０ の 表 示 に 対 応 す る 簡 単 な 取 扱 説 明 を 記 憶 し て い る 取 扱 説 明 記 憶 部 ３
１ ０ と 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 を 含 む 必 要 な 詳 細 操 作 手 順 を 記 憶 し て い る プ ロ グ ラ ム 記 憶
部 ３ ２ ０ と 、 作 業 者 の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ と 、 プ
ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 詳 細 操 作 手 順 説 明 を 選 択 す る 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０
と 、 各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 手 順 説 明 な ど を 表 示 す る 表 示 部 ５ １ ０ と 、
各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 手 順 説 明 な ど を 音 声 出 力 し た り 警 報 と し て ア ラ
ー ム 音 を 発 す る ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ と 、 制 御 盤 １ ２ ０ の ス イ ッ チ １ ３ ０ に 接 し て 設 け ら れ 、
制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ が 作 業 者 に 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る 操 作
検 知 手 段 １ ５ ０ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 検 出 手 段 ２ １ ０ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 水 平 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 水 平 セ
ン サ と し て の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 垂
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直 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 垂 直 セ ン サ と し て の 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と に
よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ は 、 図 中 示 し た よ う に 図 の 上 下 方 向 に 並 べ ら
れ 、 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ は 図 中 示 し た よ う に 左 右 方 向 に 並 べ ら れ て 配 置
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 制 御 盤 １ ２ ０ の 垂 直 方 向 に 複 数 設 け ら れ た 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と
制 御 盤 １ ２ ０ の 水 平 方 向 に 複 数 設 け ら れ た 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と の 配 置
は 、 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と
が マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ て 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２
２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と の 発 す る 光 が 交 差 す る 部 分 に 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ が 位 置 す
る よ う に 配 置 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 各 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ は 、 例 え ば 図 の 左 方 に 示 さ れ た 一 端 に 図 示
し な い 発 光 素 子 を 設 け 、 対 向 す る 図 の 右 方 に 示 さ れ た 他 端 に 図 示 し な い 受 光 素 子 を 備 え 、
左 方 の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 は 、 こ の 光 を 遮 断 す る も の が な い と き に は 右 方 の 受 光 素
子 に よ り 受 光 さ れ 、 こ の 発 光 さ れ た 光 を 遮 断 す る も の が あ る と き は 、 受 光 素 子 に よ る 受 光
が 止 ま る こ と に よ り 、 こ の 光 を 遮 断 し た 盤 面 １ ２ ０ １ 上 の 垂 直 位 置 が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 同 様 に 各 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ は 、 例 え ば 図 の 下 方 に 示 さ れ た 一 端 に 図
示 し な い 発 光 素 子 を 設 け 、 対 向 す る 図 の 上 方 に 示 さ れ た 他 端 に 図 示 し な い 受 光 素 子 を 備 え
、 下 方 の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 は 、 こ の 光 を 遮 断 す る も の が な い と き に は 上 方 の 受 光
素 子 に よ り 受 光 さ れ 、 こ の 発 光 さ れ た 光 を 遮 断 す る も の が あ る と き は 、 受 光 素 子 に よ る 受
光 が 止 ま る こ と に よ り 、 こ の 光 を 遮 断 し た 盤 面 １ ２ ０ １ 上 の 水 平 位 置 が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２
１ ６ の 交 差 す る 位 置 に ス イ ッ チ １ ３ ０ が あ ら か じ め 調 整 し て 縦 横 格 子 状 に 配 置 さ れ て い る
た め 、 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６
と の 交 差 す る 位 置 で 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ の 発 光 素 子 か ら 発 光 し た 光 と
垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ の 発 光 素 子 か ら 発 光 し た 光 と は 交 差 し て 座 標 を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 近
い 位 置 と 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ か
ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 設 け ら れ る こ と で 、 作 業 者 の 手 指 が
ス イ ッ チ に 接 近 し た こ と は 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ た 位 置 に あ る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０
１ ～ ２ ２ ０ ９ が 検 出 し 、 そ の 後 制 御 盤 １ ２ ０ に 近 い 位 置 あ る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～
２ ２ ０ ９ が 検 出 を 行 う こ と で 、 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ で 検 知 さ れ た 状 態 で 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ
た 位 置 に あ る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 検 出 し た 時 刻 と 、 制 御 盤 １ ２ ０ に 近
い 位 置 あ る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 検 出 し た 時 刻 と の 時 間 差 を 操 作 位 置 判
断 部 ６ １ ０ が 演 算 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 設 け ら れ
た 位 置 を デ ー タ と し て あ ら か じ め 記 憶 し て お く こ と で 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ た 位 置 に あ
る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 検 出 し た 盤 面 １ ２ ０ １ か ら の 位 置 と 、 制 御 盤 １
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２ ０ に 近 い 位 置 あ る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 検 出 し た 盤 面 １ ２ ０ １ か ら の
位 置 と の 距 離 差 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 演 算 で 得 ら れ た 時 間 差 と 距 離 差 と か ら 作 業 者 の 手 指 が ス イ ッ
チ １ ３ ０ に 接 近 す る 速 度 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 得 ら れ た 作 業 者 の 手 指 の 接 近 す る 速 度 は 、 こ の 速 度 で 接 近 し た 手 指 が ス イ ッ チ １ ３ ０ に
接 触 す る か 、 手 指 が ス イ ッ チ １ ３ ０ を そ の ま ま 押 す か を 予 測 す る 手 指 の 接 近 の 程 度 を 示 す
デ ー タ と な り 、 こ の デ ー タ を 得 る こ と に よ り 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は ス イ ッ チ １ ３ ０ の
操 作 を 検 知 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 近 い 位 置 と 、
制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ か ら 離 れ た 位
置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と が 設 け ら れ る こ と で 、 作 業 者 の 手 指
が ス イ ッ チ １ ３ ０ に 接 近 し た こ と は 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ た 位 置 に あ る 垂 直 光 学 式 セ ン
サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ が 検 出 し 、 そ の 後 制 御 盤 １ ２ ０ に 近 い 位 置 あ る 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２
２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ が 検 出 を 行 う こ と で 、 作 業 者 の 手 指 の 接 近 が ３ 次 元 で 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ が 検 出 し た デ ー タ も 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２
０ １ ～ ２ ２ ０ ９ で 検 知 さ れ た の と 同 様 に 得 ら れ 、 得 ら れ た デ ー タ に よ り 操 作 位 置 判 断 部 ６
１ ０ は ス イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ は 、 作 業 者 が ス イ ッ チ １ ３ ０ を 押 し た り さ わ る な ど し て 操 作 し た こ
と を 検 知 す る セ ン サ の 機 能 を 有 し て お り 、 こ の 操 作 検 知 手 段 の 検 知 に よ り 操 作 さ れ た ス イ
ッ チ １ ３ ０ を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ と し て は 、 例 え ば 圧 力 セ ン サ 、 圧 電 セ ン サ 、 静 電 セ ン サ な ど が
用 い ら れ る と よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ の 検 知 し た 情 報 は 、 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ か ら 操 作 位 置 判 断 部 ６
１ ０ に 出 力 さ れ 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は こ の 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ の 検 知 に よ り 操 作 さ れ
た ス イ ッ チ １ ３ ０ を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ の 状 態 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 示 し た よ う に 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２
２ １ ６ と が マ ト リ ク ス 状 （ 格 子 状 ） に 配 置 さ れ 、 各 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ 、 ２ ２ １ １
～ ２ ２ １ ６ の 発 光 素 子 と 受 光 素 子 が 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ を 取 り 囲 む よ う に 配 置
さ れ て い る こ と で 、 こ の 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １
１ ～ ２ ２ １ ６ と の 図 中 矢 印 線 の 交 差 す る 部 分 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ の 近 傍 に 作 業 者
の 手 指 な ど が 接 近 し て き た と き に は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ を 通 過 す る 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０
１ ～ ２ ２ ０ ９ の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 が 遮 蔽 さ れ 、 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２
１ ６ の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 が 遮 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 光 が 遮 断 さ れ た 状 態 は 、 検 出 手 段 ２ １ ０ か ら 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ に 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 光 が 遮 断 さ れ た 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ の 垂 直 位 置 情 報 と 、 垂 直 光 学 式 セ
ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ の 水 平 位 置 情 報 と が 得 ら れ る こ と に よ り 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０
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は 、 光 の 遮 断 さ れ た 位 置 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 す な わ ち 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ で 検 出 さ れ た
制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 垂 直 位 置 と 、 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ で 検 出
さ れ た 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 水 平 位 置 と か ら 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 形
成 さ れ た 座 標 と 照 合 す る こ と で 盤 面 １ ２ ０ １ の 位 置 を 算 出 し 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０
１ の 算 出 さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ を 特 定 す る 機 能 を 有 す る 。 以 後 こ の 特 定 さ れ た
ス イ ッ チ １ ３ ０ を ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 こ の 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 取 扱 説 明 を 取 扱 説 明
記 憶 部 ３ １ ０ か ら 読 み 出 し て 、 こ の 読 み 出 し た 取 扱 説 明 を 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し
て 表 示 部 ５ １ ０ に 出 力 し 表 示 部 ５ １ ０ に 表 示 さ せ る か 、 ま た は 音 声 デ ー タ に 変 換 し て ス ピ
ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 し ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら 音 声 出 力 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 作 業 者 が 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ の 操 作 に よ り ス イ ッ チ １ ３
０ 、 １ ３ ０ １ の 詳 細 な 操 作 手 順 説 明 を 選 択 す る と 、 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た
ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ の 詳 細 な 詳 細 操 作 手 順 説 明 を 読 み 出 し 、 こ の 詳 細 な 操 作 手 順 を
表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 各 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態
を 読 み 出 し 、 こ の 盤 面 １ ２ ０ １ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と の 組 合 せ を 、
操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ て い る 操 作 履 歴 と 照 合 し て 、 こ の 記 憶 さ れ て い る 操 作 履
歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る 場 合 に は 、 こ の 誤 操 作 履 歴 に 基 づ き ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら
警 報 を 出 力 さ せ る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、 Ｔ Ｍ 設 備 な ど の 盤 面 １ ２ ０ １ に 取 り 付 け ら れ て
い る ス イ ッ チ １ ３ ０ に 作 業 者 が 触 れ よ う と し た と き に 、 検 出 手 段 ２ １ ０ は 、 作 業 者 の 手 指
な ど が 光 を 遮 っ た 位 置 を ２ 次 元 で 検 出 し て 、 こ の 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ １ が 特 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ス イ ッ チ １ ３ ０ は 、 設 備 の 制 御 を す る た め に 設 定 を 行 っ た り 、 設 備 の 設 定 を 変 更 し た り
す る た め に 設 け ら れ て お り 、 こ の ス イ ッ チ １ ３ ０ に は ス イ ッ チ １ ３ ０ に よ る 設 定 を 行 っ た
り 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 解 除 を 行 っ た と き に こ の 状 態 を 示 す た め の 照 光 、 表 示 の 機 能 を
有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 こ の ス イ ッ チ １ ３ ０ に よ る 設 定 を 行 っ た り 、 設 定 の 解 除 を 行 っ た と き に こ の ス イ
ッ チ １ ３ ０ の 状 態 を 示 す た め の 照 光 、 表 示 の 機 能 を 有 す る ス イ ッ チ 設 定 表 示 部 を こ の ス イ
ッ チ １ ３ ０ に 隣 接 す る よ う に 盤 面 １ ２ ０ １ 上 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ は 、 作 業 者 が 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 に つ い て 詳
細 な 説 明 を 必 要 と す る と き 、 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ を 操 作 し て 該 当 す る 各 ス イ ッ チ １ ３
０ の 詳 細 な 操 作 手 順 説 明 を プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ か ら 読 み 出 す た め の 選 択 ス イ ッ チ で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ の 操 作 情 報 は 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ に 通 知 さ れ 、 こ の 操
作 情 報 に 基 づ い た 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ か ら の 指 示 に よ り 、 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ か ら
各 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 詳 細 操 作 手 順 が 読 み 出 さ れ 、 表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に
出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 設 備 の 作 業 者 は 、 表 示 部 ５ １ ０ の 表 示 を 見 た り 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 音 声
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に よ り 各 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 詳 細 な 取 扱 説 明 情 報 を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 表 示 部 ５ １ ０ は 、 各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 情 報 な ど が 操 作 位 置 判
断 部 ６ １ ０ か ら の 指 示 に よ り 読 み 出 さ れ 、 こ の 読 み 出 さ れ た 取 扱 説 明 情 報 な ど を 表 示 す る
機 能 を 有 し 、 作 業 者 は こ の 表 示 部 ５ １ ０ の 表 示 を 視 認 す る こ と で 、 盤 面 １ ２ ０ １ の 各 ス イ
ッ チ １ ３ ０ の 取 扱 説 明 を 知 っ た り 、 誤 操 作 の 状 態 を 表 示 に よ り 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ は 、 設 備 の 運 転 の モ ー ド を ス イ ッ チ １ ３ ０ に よ り 変 化 さ せ た り 、 停 止
さ せ た り す る ス イ ッ チ １ ３ ０ に 作 業 者 が 触 れ よ う と し た と き に 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の
指 示 に よ り 音 声 出 力 に よ り 警 報 を 出 し 、 作 業 者 に 警 告 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ は 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に よ り 各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３ ３
０ か ら 出 力 さ れ た 取 扱 説 明 情 報 な ど を 表 示 部 ５ １ ０ に 表 示 す る 代 わ り に 、 音 声 出 力 に 変 換
し て ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら 音 声 案 内 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 取 扱 説 明 記 憶 部 ３ １ ０ は 、 盤 面 １ ２ ０ １ に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ や ス イ ッ チ １ ３ ０ の 表 示
の 簡 単 な 取 扱 説 明 を 記 憶 し て お り 、 検 出 手 段 ２ １ ０ の 検 出 に 応 じ て 検 出 手 段 ２ １ ０ で 検 出
さ れ た 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ の 簡 単 な 取 扱 説 明 を 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に よ り
表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ は 、 取 扱 説 明 記 憶 部 ３ １ ０ に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 よ り も さ ら に
詳 細 な ス イ ッ チ １ ３ ０ お よ び 関 連 し た 設 備 の 操 作 に 必 要 な 詳 細 な 操 作 手 順 を 記 憶 し て お り
、 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ の 選 択 に 応 じ て 記 憶 さ れ た 説 明 を 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示
に し た が い 表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ は 、 作 業 員 が 誤 操 作 を 行 っ た と き に 、 そ の 誤 操 作 を 無 効
に す る プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し て お り 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に よ る こ の プ ロ グ ラ ム の
処 理 に よ っ て 作 業 員 の 誤 操 作 し た ス イ ッ チ １ ３ ０ に よ り 行 わ れ る 設 備 の 動 作 を 行 わ ず 、 ス
イ ッ チ １ ３ ０ が 操 作 さ れ る 前 の 状 態 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ は 、 作 業 者 の 操 作 が 正 常 な 操 作 、 誤 操 作 で あ る か に か か わ ら ず ス
イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 状 態 を 操 作 履 歴 と し て 記 憶 す る 機 能 を 有 し て お り 、 こ の 記 憶 さ れ た 操
作 履 歴 は 、 設 備 が 不 正 な 動 作 を 行 っ た と き に こ の 動 作 の 原 因 と な る 作 業 者 の 誤 操 作 を 特 定
し 、 必 要 に 応 じ て 設 備 の 操 作 手 順 の 改 善 を 行 う た め の 解 析 情 報 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ は 、 過 去 に 発 生 し た 誤 操 作 履 歴 を 記 憶 し て お り 、 作 業 者 が
同 じ 誤 操 作 を 行 っ た 場 合 に 、 こ の 記 憶 さ れ て い る 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る 誤
操 作 で あ る と き に は 、 誤 操 作 で あ る こ と を 表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 し
て 作 業 者 に 警 告 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 、 作 業 者 の 操 作 履 歴 な ど は 、 説 明 選 択 ス
イ ッ チ ４ １ ０ の 設 定 に 基 づ い て 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に よ り 各 記 憶 部 ３ １ ０ ～ ３
３ ０ か ら 読 み 出 さ れ て 表 示 部 ５ １ ０ ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 さ れ 、 必 要 な と き に 作
業 者 が 取 扱 説 明 、 操 作 履 歴 な ど を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 の 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ の 検 出 手 段 ２ １ ０ に は 既 に 説 明 し た よ う に 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２
２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ と 、 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ と が 設 け ら れ て お り 、 各 セ ン
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サ １ １ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ 、 ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 は 、 ス イ ッ チ １
３ ０ 近 傍 で 交 差 し 、 図 中 矢 印 線 の 方 向 に 進 み 各 セ ン サ １ １ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ 、 ２ ２ １ １ ～ ２
２ １ ６ の 受 光 素 子 に よ り 受 光 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 設 備 を 操 作 す る 作 業 者 が 、 盤 面 １ ２ ０ １ に 設 け ら れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ に 手 指 を 近 付 け る
と 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ 上 で 交 差 し て い た 光 が 作 業 者 の 手 指 に よ り 遮 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 例 え ば 、 作 業 者 が 図 ３ に 示 し た 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ の ス イ ッ チ １ ３ ０ １ に 触 れ よ う と
し た と す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の と き 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ ５ の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 が 、 作 業 者 の 手 指 の
接 近 に よ り 遮 断 さ れ 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ ５ の 受 光 素 子 に 届 か な く な る 。 同 様 に 、 垂 直
光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ ５ の 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ た 光 が 、 作 業 者 の 手 指 の 接 近 に よ り 遮 断 さ
れ 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ ５ の 受 光 素 子 に 届 か な く な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の よ う に 、 作 業 者 の 手 指 が 接 近 す る ま で は 、 受 光 素 子 に よ り 受 光 で き て い た 水 平 光 学
式 セ ン サ ２ ２ ０ ５ お よ び 垂 直 光 学 式 セ ン サ ２ ２ １ ５ が 受 光 で き な く な る こ と で 、 ス イ ッ チ
１ ３ ０ １ の 位 置 に 光 を 遮 る も の が 存 在 す る こ と を 、 検 出 手 段 ２ １ ０ が 検 出 し て 、 操 作 位 置
判 断 部 ６ １ ０ は 、 こ の 検 出 結 果 を 盤 面 １ ２ ０ １ 上 の 垂 直 位 置 情 報 お よ び 水 平 位 置 情 報 と し
て 得 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 得 ら れ た 垂 直 位 置 情 報 お よ び 水 平 位 置 情 報 か ら 、 盤 面 １ ２ ０
１ の 位 置 を 算 出 し 、 こ の 算 出 さ れ た 盤 面 １ ２ ０ １ の 位 置 に あ る ス イ ッ チ １ ３ ０ １ を 特 定 す
る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 こ の 得 ら れ た 制 御 盤 １ ２ ０ の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態 と 特
定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と を 、 取 扱 説 明 記 憶 部 ３ １ ０ に 記 憶 さ れ た 取 扱 説 明 お よ び 操 作
履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 と 照 合 し 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 得 た ス イ ッ チ １ ３ ０
の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と の 組 合 せ が 、 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ
れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ を 介 し て 警 報 を 出 力
さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 得 た ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ
た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と の 組 合 せ が 、 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤
操 作 履 歴 と 一 致 し な い と き に 、 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ に 対 応 す る 取 扱 説 明 の 内 容 を
取 扱 説 明 記 憶 部 ３ １ ０ か ら 読 み 出 し て 、 表 示 で き る 画 像 デ ー タ に 変 換 し て 表 示 部 ５ １ ０ に
出 力 す る か ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 音 声 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ の 表 示 部 ５ １ ０ の 説 明 表 示 ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ の 説 明 音 声 に よ り 、 作 業 者 は ス イ
ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 ・ 取 扱 に つ い て 知 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 水 平 光 学 式 セ ン サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ が 、 制 御 盤 １ ２ ０ に 近 い 位 置 と 、 制 御 盤 １
２ ０ の 近 い 位 置 よ り も 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、 垂 直 光
学 式 セ ン サ ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ が 、 制 御 盤 １ ２ ０ に 近 い 位 置 と 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 近 い 位 置
よ り も 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 離 れ た 位 置 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る こ と で 、 こ れ ら の 各 セ ン
サ ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ 、 ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ の 検 出 結 果 か ら 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 実
施 す る 演 算 に よ り 作 業 者 の 手 指 の 接 近 す る 速 度 が 得 ら れ 、 作 業 者 の 手 指 の 接 近 が ３ 次 元 で
検 知 さ れ 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ へ の 作 業 者 の 手 指 の 接 近 や 、 作 業 者 の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 操 作 を
検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
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　 ま た 、 こ の と き 作 業 者 が ス イ ッ チ １ ３ ０ を 操 作 す る と 、 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ に よ り 操 作
が 検 知 さ れ 、 こ の 検 知 の 結 果 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 情 報 は 操 作 位 置 判 断 部 ６
１ ０ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ れ ら 検 出 手 段 ２ １ ０ ま た は 操 作 検 知 手 段 １ ５ ０ の 検 知 に よ り 得 ら れ た ス イ ッ チ １ ３ ０
１ の 操 作 情 報 は 操 作 履 歴 の 一 部 と し て 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０ １ に 設 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ の
状 態 を 制 御 盤 １ ２ ０ か ら 得 て こ の 制 御 盤 １ ２ ０ の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態 と 、 検 出 し た
ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 位 置 と を 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 と 照 合 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ は 、 記 憶 さ れ た 過 去 の 誤 操 作 デ ー タ （ 誤 操 作 履 歴 ） の 中 か ら 照 合
さ れ た 状 態 と 同 じ ス イ ッ チ 設 定 状 態 の デ ー タ が あ る か ど う か を 検 索 し て 、 制 御 盤 １ ２ ０ か
ら 得 た ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態 と 特 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ と の 組 合 せ が 、 操 作 履 歴
記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 操 作 履 歴 の 内 の 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る と き に は 操 作 位 置 判 断 部
６ １ ０ に 対 し て こ の 誤 操 作 履 歴 を 出 力 し 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 同 じ 誤 操 作 履 歴 が あ る
も の と 判 断 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 誤 操 作 履 歴 は 、 盤 面 １ ２ ０ １ 上 の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定 状 態 に 、 さ ら に ス イ
ッ チ １ ３ ０ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 例 え ば 設 備 の 運 転 の モ ー ド を 変 化 さ せ た り 、 設 備 を
停 止 さ せ た り す る よ う な 設 備 に 重 大 な 影 響 を 与 え る 状 態 を 含 ん で い る こ と も 多 い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 盤 面 １ ２ ０ １ の 状 態 で あ り 、 さ ら に ス イ ッ チ １ ３ ０ １ に 作 業 者 が 触 れ よ う と
し た と き に 、 本 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ は 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に よ り ス ピ ー カ 部
８ １ ０ か ら 警 報 を 出 し 、 作 業 者 に 対 し て 誤 操 作 が 行 わ れ る お そ れ が あ る か 、 誤 操 作 が 行 わ
れ る こ と の 警 告 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 作 業 者 が 行 お う と し て い る ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 が 、 作 業 者 の 意 図 し て い る 操 作 と 異
な る 誤 操 作 で あ っ た り 、 作 業 者 が 設 備 を 停 止 さ せ よ う と す る 意 図 が な か っ た り す る 場 合 に
は 、 こ の 警 報 に よ り 作 業 者 は ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 を 中 止 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 好 ま し く は こ の よ う な 盤 面 １ ２ ０ １ の 設 定 状 態 の と き に は 警 報 を 出 す と 同 時 に 、
操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し 、 こ
の プ ロ グ ラ ム に よ り ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 を 無 効 に す る よ う に し て お い て も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の よ う に プ ロ グ ラ ム 設 定 す る こ と に よ り 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら 警 報 が あ っ た と き に
、 作 業 者 の 動 作 が 間 に 合 わ ず ス イ ッ チ １ ３ ０ １ を 押 し て し ま っ た よ う な 場 合 で も 、 こ の 作
業 者 に よ る 制 御 盤 の 誤 操 作 に も 拘 わ ら ず 、 こ の 誤 操 作 に よ る 設 備 の 誤 動 作 を 防 ぐ こ と が で
き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 場 合 、 作 業 者 の 意 図 が ス イ ッ チ １ ３ ０ １ を 操 作 す る こ と で あ る と き に は 、 あ ら か じ
め 定 め た ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 が 無 効 と な っ て い る 設 定 を 解 除 す る 操 作 を 作 業 者 が 行 っ
た 後 、 作 業 者 が ス イ ッ チ １ ３ ０ １ を 操 作 で き る よ う に 、 プ ロ グ ラ ム を 設 定 し て お く と よ い
。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の よ う な ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 に よ る 制 御 を 無 効 に す る 代 わ り に 、 ス イ ッ チ
１ ３ ０ １ の 操 作 後 に ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 前 の 状 態 に 復 帰 す る よ う な プ ロ グ ラ ム の 制 御
に よ っ て も 同 様 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の よ う に 本 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ は 、 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ の 誤
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操 作 に よ っ て 、 設 備 の 動 作 に 重 大 な 変 化 を も た ら し た り 、 停 止 な ど に よ り に 影 響 が 大 き い
場 合 に は 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ の 警 告 や ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 を 無 効 に す る こ と よ っ て 、
誤 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 そ れ ほ ど 影 響 が 大 き く な い ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 の 場 合 に は 、 表 示 部 ５ １ ０ の
説 明 表 示 ま た は 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ の 説 明 音 声 に よ り 、 作 業 者 は ス イ ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作
・ 取 り 扱 い に つ い て 知 る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 さ ら に 詳 細 な 説 明 が 必 要 な 場 合 に は 、 作 業 者 は 盤 面 １ ２ ０ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 説 明
選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ を 操 作 し て 、 こ の 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ が 操 作 さ れ た こ と に よ り 、
必 要 な 操 作 説 明 情 報 が プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ２ ０ か ら 出 力 さ れ 、 表 示 部 ５ １ ０ に 表 示 さ れ る
か 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 音 声 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 表 示 部 ５ １ ０ の 操 作 説 明 表 示 ま た は ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ か ら の 音 声 出 力 に よ る 操 作 説 明 情
報 を 得 た 作 業 者 は 、 こ の 操 作 説 明 に し た が い 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ の
操 作 を 行 う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ２ に お い て 、 作 業 者 が 電 気 設 備 、 計 装 設 備 、 Ｔ Ｍ 設 備 の 盤 面 １ ２ ０ １ に 取 り 付 け ら れ
て い る ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ を 操 作 し た と き 、 そ の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 ２ １ ０ は
作 業 者 の 手 指 な ど が 遮 っ た 位 置 を ２ 次 元 で 検 出 す る 。 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は 、 制 御 盤 １
２ ０ か ら 得 ら れ る ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ の 設 定 状 態 と と も に こ の 検 出 さ れ た 作 業 者 の
操 作 履 歴 を 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の 操 作 履 歴 の 記 憶 は 、 作 業 者 が 盤 面 １ ２ ０ １ で 何 ら か の 操 作 を 行 っ た と き に こ の 操 作
状 態 が 適 正 な 操 作 で あ る か 、 誤 操 作 で あ る か に 拘 わ ら ず 行 わ れ 、 後 に 別 途 、 盤 面 １ ２ ０ １
の 誤 操 作 、 設 備 の 誤 動 作 な ど の 解 析 を 行 う 場 合 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 説 明 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ０ を 操 作 す る こ と に よ り 、 こ の 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ
た 操 作 履 歴 を 表 示 部 ５ １ ０ に 出 力 さ せ た り 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 音 声 出 力 さ せ た り 、 電 子
デ ー タ と し て 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ か ら 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ の 指 示 に 基 づ い て 出 力 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 こ の 操 作 の 内 新 た に 誤 操 作 と 判 明 し た 状 態 に つ い て は 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ は
こ の 操 作 ・ 状 態 が 誤 操 作 で あ る こ と を 明 ら か に し て 、 こ の 操 作 と こ の 操 作 が 誤 操 作 で あ る
こ と の 警 告 と を 誤 操 作 履 歴 情 報 と し て 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 し て お く 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の よ う に 操 作 履 歴 記 憶 部 ３ ３ ０ に 記 憶 さ れ た 誤 操 作 情 報 は 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ か
ら の 問 い 合 わ せ に 対 し て 出 力 さ れ 、 操 作 位 置 判 断 部 ６ １ ０ か ら 問 い 合 わ せ た 操 作 が 記 憶 さ
れ た 誤 操 作 履 歴 と 一 致 す る 場 合 に は 、 既 に 述 べ た よ う に 警 報 を ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 出 力 し
、 作 業 者 に 警 報 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ に お い て は 、 作 業 者 が 制 御 盤 １ ２ ０ の 盤 面 １ ２ ０
１ で 何 ら か の 操 作 を 行 お う と し た と き に 、 検 出 手 段 ２ １ ０ が ス イ ッ チ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ １ に
接 近 し て き た 作 業 者 の 手 指 の 接 近 を 検 出 し て 、 こ の 検 出 に 応 じ て 、 表 示 部 ５ １ ０ に 該 当 す
る ス イ ッ チ の 取 扱 説 明 を 表 示 さ せ た り 、 ス ピ ー カ 部 ８ １ ０ に 誤 操 作 の 恐 れ の あ る 動 作 に 対
す る 警 報 を 鳴 動 さ せ る な ど の 警 報 動 作 を 行 っ た り 、 盤 面 １ ２ ０ １ の ス イ ッ チ １ ３ ０ の 設 定
状 態 と 検 出 手 段 ２ １ ０ の 検 出 結 果 に 応 じ て 誤 操 作 の 可 能 性 が あ る と 判 断 し た 場 合 に 、 ス イ
ッ チ １ ３ ０ １ の 操 作 を 無 効 に し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 誤 操 作 防 止 装 置 １ １ ０ は 、 作 業 者 の 技 能 未 熟 や 、 作 業 者 の 不 注 意 な ど に
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よ る 制 御 盤 の 誤 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 作 業 者 が 操 作 ス イ ッ チ に 触 れ る 前 に 操 作 ス イ ッ チ や 表 示 ラ ン
プ に 指 を 近 づ け た と き に 、 簡 単 な 取 扱 説 明 が 得 ら れ る の で 、 事 前 に 誤 操 作 を 防 止 で き る 。
（ ２ ） ま た 、 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 作 業 者 の 操 作 が 設 備 に 重 大 な 影 響 を 与 え る 誤 操 作 で あ
る と 予 測 さ れ る 場 合 に は 、 音 声 ま た は 表 示 な ど に よ り 作 業 者 に 警 報 を 発 す る こ と が で き る
。
（ ３ ） 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 盤 の 操 作 手 順 を 表 示 も し く は 音 声 出 力 さ せ る 説 明 選 択 ス イ ッ
チ が 盤 面 に あ る の で 、 説 明 選 択 ス イ ッ チ の 操 作 に よ り 作 業 者 が 操 作 方 法 を 知 る こ と で 作 業
者 の 知 識 や 技 量 に よ ら ず 一 定 の 作 業 品 質 が 確 保 さ れ る よ う に な る 。
（ ４ ） 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 作 業 者 の 操 作 履 歴 を 記 憶 す る 操 作 履 歴 記 憶 部 が 設 け ら れ て い
る の で 、 従 来 、 再 現 や 検 証 が さ れ に く か っ た 不 適 切 な 操 作 が 誤 操 作 履 歴 が 記 録 さ れ る よ う
に な り 、 こ の 誤 操 作 履 歴 を 設 備 の 運 用 改 善 の た め の デ ー タ と し て 役 立 て ら れ る 。
（ ５ ） 本 誤 操 作 防 止 装 置 は 、 設 備 本 体 に 検 出 手 段 を 持 た せ な い の で 、 本 体 の 回 路 が 複 雑 に
な ら な い 。 ま た 、 設 備 本 体 に 検 出 手 段 を 持 た せ な い の で 、 既 設 の 設 備 に も 容 易 に 本 発 明 を
適 用 で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 な お 、 こ こ で 説 明 し た 検 出 手 段 は 、 光 学 セ ン サ に よ り 位 置 を 検 出 す る こ と を 実 施 の 形 態
と し て 述 べ た が 、 作 業 者 の 手 指 が 近 づ い た と き に こ れ を 検 出 で き る 手 段 で あ れ ば よ く 、 例
え ば 超 音 波 を 用 い た セ ン サ 、 赤 外 線 を 用 い た セ ン サ 、 電 波 を 用 い た セ ン サ な ど で あ っ て も
構 わ な い し 、 非 接 触 で こ の よ う な 検 出 の で き る セ ン サ 全 般 を 含 む 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 制 御 盤 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ は 、 液 晶 パ ネ ル で 形 成 さ れ た タ ッ チ パ ネ ル な ど で あ
っ て も よ く 、 ス イ ッ チ の 形 態 は 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 構 成 例 を 示 す 概 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 構 成 例 を 示 す 概 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置 の 構 成 例 を 示 す 概 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ７ 】
　 １ １ ０ 　 　 設 備 の 誤 操 作 防 止 装 置
　 １ ２ ０ 　 　 制 御 盤
　 １ ３ ０ 　 　 ス イ ッ チ
　 １ ５ ０ 　 　 操 作 検 知 手 段
　 ２ １ ０ 　 　 検 出 手 段
　 ３ １ ０ 　 　 取 扱 説 明 記 憶 部
　 ３ ２ ０ 　 　 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部
　 ３ ３ ０ 　 　 操 作 履 歴 記 憶 部
　 ４ １ ０ 　 　 説 明 選 択 ス イ ッ チ
　 ５ １ ０ 　 　 表 示 部
　 ６ １ ０ 　 　 操 作 位 置 判 断 部
　 ８ １ ０ 　 　 ス ピ ー カ 部
　 １ ２ ０ １ 　 　 制 御 盤 の 盤 面
　 １ ３ ０ １ 　 　 ス イ ッ チ
　 ２ ２ ０ １ ～ ２ ２ ０ ９ 　 　 水 平 光 学 式 セ ン サ （ 水 平 セ ン サ ）
　 ２ ２ １ １ ～ ２ ２ １ ６ 　 　 垂 直 光 学 式 セ ン サ （ 垂 直 セ ン サ ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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